退官にあたって (朝倉隆太郎教授退官記念号) by 朝倉 隆太郎 & Ryutaro Asakura
筑波社会科研究第4号(1985)
退官にあたって
朝倉
, 
隆太郎 ＊ 
昭和60年3月31日，私は筑波大学を停年退官する。思えば，終戦直後の昭和20年9月， 24歳で
東京都立上野中学校教諭に着任以来， 3領こ 6か月の御奉公を終えて，軍隊用語で言えば「満期除
隊」を迎えることになった。よろこばしい限りである。しかも『筑波社会科研究』第4号の巻頭
に揺文を掲載させていただく光栄を与えて下さったことには，ただ感謝あるのみである。
宇都宮大学から筑波大学へ配置換えになったのは，昭和5判こ 1月1日付けであった。それより
前，梶教授から，筑波大学大学院修士課程教育研究科の教科教育専攻は昭和53年度に発足したが，
社会科教育コースだけが諸般の事情から出遅れたので母校に戻ってほしいとの要請を受けた。
梶先生は，かつて東京教育大学附属中高校での同僚であり，私が文部省をやめた後，社会科担
当教科調査官としての仕事を引き継いで下さった方である。私は先生の社会科教育コース設立準
備の苦労と熱意に打たれ，敬愛する梶先生のため，停年までの6年余の全力投球を決意した。
筑波大学は教員養成大学であることを放棄した。しかし，かりそめにも筑波百年の伝統を口に
するならば，その伝統は教員養成にあり，その伝統を継承し発展させるものは，わが教育研究科
を置いて他にはない。昭和40年代の学薗紛争の嵐の中から，東京大学も為し得なかった新構想の
大学を建設したことは，すばらしいことである。筑波大学生歌「常陸野の」の歌詞のように，筑
波大学は常座野の原野を拓き，混沌の時代を破り，清新の力に溢れて生まれた大学でなければな
らない。世人は筑波大学を褒めてくれる， 「広いですね』 「すばらしい建物ですね』と。
しかし，大学の本質はキャンパスの広さに非ず，建物の宏壮に非ず，そこで研究し学習する教
官。学生の活躍いかんにある。 「天の時は地の利にしかず，地の利は人の和にしかず』と言われ
ている。創設以来の社会科教育コースを一貫するものは「人の和」に貫ぬかれた切磋琢磨である。
研究上の意見の相違は当然である。大いに意見を戦わすべきである。しかし，そのために人の和
を崩すことがあってはならない。
昭和54if.4月，社会科教育コースに女子学生5名を含む14名の第 1期生を迎えたときの嬉しさ
は忘れられない。昭和55年1月，日本社会科教育学会第30回大会を筑波大学で開催したが，その
成功は博士課程・修士課程の社会科教育研究室の院生諸君の努力に負うところが大きかった。ま
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た，その年には『社会科教育文献目録』第2集を作成した。真夏にB432教室で，カードが風に
飛ばされないよう窓を閉めきって作業したことが思い出される。あの作業で博士課程と修士課程
の学生が縦につながった。
そうした汗まみれの体験の中から，我々の筑波大学社会科教育学会が昭和57年2月1日に誕生
した。その目的は「社会科教育に関する研究を行い，あわせて会員相互の連絡をはかること」に
ある。会員は「筑波大学の出身者および本会の趣旨に賛同する者で，所定の会費を納入する者」
であり，まさに開かれた学会である。機関誌の名称を『筑波社会科研究』とし， 「教育」の文字
を省いたのも，社会科は地理学，歴史学，人類学，哲学，倫理学，政治学，経済学，社会学，社
会工学，教育学，心理学その他多くの科学の総合を基盤とするからである。
目を閉じると，社会科教育コース担当の教官各位，博士課程の猛者たち，第 1,._ 第6期の修士
課程の学生諸君， ソフトボール大会，草餅と赤飯，単身赴任宿舎での自炊生活，学生のための就
職運動，その他さまざまの思い出が走馬灯のように流れて行く。苦しかったこと，悲しかったこ
とも，今はすべて楽しい思い出になっている。
最後に一つお願いがある。教育の大本山としての教育愛の伝統を継承し，新しい開かれた創造
に邁進してほしいことである。創造なぎ伝統は因襲であり，伝統なぎ創造は砂上の楼閣である。具体的
には，学生歌「常陸野の」（作曲は第 1期生飯島睦子さん）と「宣揚歌」， 「東京高師・文理大
校歌」（北原白秋作詞・山田耕符作曲）とがともに歌い継がれてほしいものである。
初代会長として大過なく任期を終了することのできることを，役員及び会員の皆様に深く感謝
するとともに，筑波大学社会科教育学会のいっそうの発展を期待し，退官のごあいさつとする。
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